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特 集

あなたのとなりのネパール人
多くの外国人を受け入れる社会に必要なこと

『ふたつの日本「移民国家」の建前と現実』著者
望月 優大さん

急増する在日ネパール人の姿
海外在住ネパール人協会アドバイザー／
駐日ネパール大使公式通訳
ジギャン・クマル・タパさん

それぞれの思いをもって暮らす人々

理事・評議員からのメッセージ
子どもの貧困の解消は子どもの権利にもとづいて
シャプラニール評議員 山野 良一さん

PROJECT・NEWS
防災クイズコンテストに優勝したよ（ネパール）

より多くの必要な人に届くように
—児童労働反対世界デーに全国ラジオ放送を開始—

（バングラデシュ）

2019年度会員総会が開催されました

PHOTOきちゅね／ハンチカ ／今月の切手

シャテシャテ！
三菱自動車工業株式会社

シャプラバ
第9回大阪マラソン シャプラニールのチャリティランナー

鎌倉 幸子さん

大阪マラソン2019に出場します！

【予告】全国キャラバン2019開催のお知らせ

お知らせ

4
シャプラニールのご近所にあるインド・ネパール
料理レストラン「KHANA（カナ）」にて撮影さ
せてもらいました。快く応じてくれたラマさん

（手前）とスダルサンさん（奥）。店員さんは
全員ネパール人とのこと。

（撮影：インターン栗田華子）
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集特

あなたのとなりの
ネパール人

インタビュー・文 ／宮原 麻季

　1996年にシャプラニールがネパールで活動を開始してから早23年。その間、
ネパール社会は民主化や内戦、王制廃止などを経て大きく変化してきました。
　その変化の一つに、「人の移動」が挙げられます。
　労働のためにネパールから外国へ渡航したネパール人の数は、2009年は約
22万人でしたが、2014年には倍以上の52万人まで増加しました。また、2008
年から2016年までにネパール政府が発行した在外就労許可証数は約350万件
といわれています※1。この「人の移動」の変化について、シャプラニールもたび
たび会報などでお伝えしてきました※2。
　現在、日本に住む外国人は約264万人、そのうちネパール人は8万5,000人
で、出身国別にみると第6位です。2018年12月に新たな在留資格が創設された
ことによって、今後さらに多くのネパール人が来日することが見込まれています。
　ネパールの人々は今や私たちの日常生活でよく見かける身近な存在となって
います。本特集では、日本に住むネパール人を取り巻く環境やその生活を知り、
私たち市民が彼ら、彼女たちとどのように共生していけばいいのかを考えていき
たいと思います。

※1：『Labor Migration for Employment A status Report For Nepal : 2015/2016-2016/2017』
Government of Nepal Ministry of Labor and Employment

※2：例えば2012年12月発行の『南の風』No.256に当時の勝井事務所長は特集の中で「移動する人々」という見出しで 
ネパール国内外に移動する人の多さを指摘している。

日本で開催されたネパール人留学生による

日本語スピーチコンテスト

ネパールでは数年前から日本語学校が増加 地域連絡会が開催したカレー作りを通して

ネパール文化を学ぶイベント
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語り手

望月 優大（もちづき・ひろき）

1985年生まれ。日本の移民文化・移民事情
を伝えるウェブマガジン「ニッポン複雑紀行」
編集長。国内外で移民・難民問題を中心に
様 な々社会問題を取材し、「現代ビジネス」や

「Newsweek」などの雑誌やウェブ媒体に
寄稿。著書に『ふたつの日本「移民国家」の
建前と現実』（講談社現代新書）。代表を務
める株式会社コモンセンスでは非営利団体
等への支援にも携わっている。

聞き手

宮原 麻季（みやはら・まき）

クラフトリンクグループチーフ。
2012年から約4年間ネパール
事務所長として赴任。

　日本に暮らす外国人は今や約264万人で、日本の全人口の2％を占めています（2018年6月現在、p.5図1）。
2018年12月の臨時国会で、いわゆる入管法の改正が成立した時には連日のようにメディアで報じられました。
　外国人が日本に住むことが問題ではありません。受け入れ制度の不備によって生じる問題や、外国人と共に
生活していく上で私たちが直面するであろうさまざまな事柄が浮き彫りになりました。
　「関係ないから」「日本語が通じないから」といった理由でその存在を見て見ぬふりをするのではなく、この
社会の変化を自分事として多角的に考えることが今、求められているのではないでしょうか。

『ふたつの日本「移民国家」の建前と現実』著者 望月 優大さんインタビュー

多くの外国人を
受け入れる社会に
必要なこと
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宮
原　

望
月
さ
ん
は
著
書 

『
ふ
た
つ
の
日
本
「
移
民
国

家
」
の
建
前
と
現
実
』
の
中
で
、
日
本
の
外
国
人
受
け

入
れ
政
策
や
制
度
等
表
向
き
の
対
応
と
、
実
際
に
起

こ
っ
て
い
る
現
状
と
の
乖か
い

離り

に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
編
集
長
を
務
め
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ

ン
『
ニ
ッ
ポ
ン
複
雑
紀
行
』
で
は
、
日
本
に
住
む
外
国

人
を
取
り
巻
く
多
様
な
境
遇
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
ま

す
ね
。
望
月
さ
ん
の
切
込
み
方
に
は
、
日
本
社
会
の
枠

組
み
全
体
か
ら
の
視
点
と
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
日
本

に
住
む
外
国
人
が
個
々
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
紡
い
で

い
る
の
か
と
い
っ
た
2
つ
の
視
点
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

望
月　

日
本
の
政
策
や
世
界
的
な
経
済
格
差
等
の
結

果
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
の
人
が
日
本
に
移
り
住
ん
で
き

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
マ
ク
ロ
な
視
点
で

日
本
に
住
む
何
百
万
人
も
の
在
日
外
国
人
の
全
体
像
を

把
握
し
、
そ
れ
と
同
時
に
彼
ら
・
彼
女
ら
の
個
々
人
の

状
況
を
理
解
す
る
ミ
ク
ロ
な
視
点
も
必
要
で
す
。

宮
原　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
に
住
む
外
国
人
と
個
別
に

話
し
て
み
る
と
、
来
日
の
理
由
や
日
本
で
生
活
す
る
上

で
の
発
見
や
葛
藤
な
ど
、
実
に
千
差
万
別
で
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
ミ
ク
ロ
な
視
点
で

個
々
人
を
取
り
巻
く
状
況
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
ね
。
日
本
に
住
む
ネ
パ
ー
ル
人
も
年
々
増
加
し
、

現
在
で
は
約
8
万
5
0
0
0
人
、
在
留
外
国
人
数
で
６

位
（
図
２
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

望
月　

日
本
に
住
む
ネ
パ
ー
ル
人
は
こ
こ
数
年
で
右
肩

上
が
り
に
増
え
て
い
ま
す
（
図
３
）。
在
日
ネ
パ
ー
ル

人
は
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留
資
格
に
属
す
る

「
技
能
」（
注
1
） 

、
そ
し
て
「
留
学
」、「
家
族
滞
在
」

の
資
格
（
注
2
）
を
持
つ
人
が
多
い
で
す
ね
。
近
年
は

特
に
留
学
生
が
増
え
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
と
日
本
と
の

間
で
移
住
産
業
（
注
3
）
が
発
展
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
一
時
的
に
外
国
人
が
減
少
し
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
数
年
前
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
居

酒
屋
で
働
く
留
学
生
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

特 集 あなたのとなりのネパール人

近
年
の
外
国
人
増
加
の
背
景

図2：在留外国人数

図1：在留外国人数の推移

図3：在留ネパール人の数と資格内訳

出典：法務省「平成30年末現在における在留外国人数について」
平成31年3月22日プレスリリース

出典：法務省「平成30年6月在留外国人統計」

出典：法務省「平成30年6月在留外国人統計」
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昨年からサボテンと暮らしているのですが、20cmほどながーい芽が伸びてきて、、花が咲きました♪（赤井希／クラフトリンク）
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宮
原　

日
本
社
会
の
中
で
、
ネ
パ
ー
ル
人
な
ど
外
国
人

に
対
す
る
配
慮
の
不
足
や
慣
習
へ
の
理
解
が
追
い
付
い

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

市
民
や
地
域
に
は
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

望
月　

技
能
実
習
生
や
留
学
生
等
、
外
国
人
受
け
入
れ

の
政
策
が
進
む
一
方
で
、
一
般
の
市
民
レ
ベ
ル
で
は
な

か
な
か
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
機
会
も
乏
し
く
、
気
が

付
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
身
の
回
り
に
外
国
人
が
増
え

て
い
た
と
い
う
感
覚
の
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
常
生
活
で
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
れ

ば
、
一
定
の
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
関
係
性
を
構
築
し
、
目
の
前
の
人
と
向
き
合
い
、

話
し
合
い
に
よ
り
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
日
本
人
同
士
で
も
揉
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

し
、
問
題
解
決
と
い
う
意
味
で
は
本
質
的
に
は
同
じ
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

宮
原　

関
係
性
を
構
築
す
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
思
い
つ

く
こ
と
と
し
て
は
、
文
化
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

他
に
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

望
月　

先
日
あ
る
地
方
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
取
材
を

し
た
際
に
、
教
会
が
在
日
外
国
人
と
日
本
人
が
交
流

し
、
つ
な
が
る
場
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
言
語
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
、
宗
教
な
ど
共
通
項

と
な
り
得
る
要
素
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

国
籍
を
超
え
て
共
有
す
る
「
何
か
」
を
持
つ
こ
と
で
、

人
と
人
が
繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
原　

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
が
支
援
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
家
事
使
用
人
の
少
女
た
ち
は
、
家
の
中
で
働
く
た
め

外
界
と
の
接
触
が
少
な
く
「
見
え
づ
ら
い
」
存
在
に
な
っ

て
お
り
、
助
け
を
求
め
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
在
日

ネ
パ
ー
ル
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
人
の

配
偶
者
な
ど
の
家
族
滞
在
資
格
で
日
本
に
滞
在
し
て
い

る
人
は
、
留
学
生
の
よ
う
に
日
本
語
を
学
ぶ
機
会
も
な

く
、
限
ら
れ
た
人
づ
き
合
い
の
中
で
、
家
事
使
用
人
の

少
女
た
ち
の
よ
う
に
見
え
づ
ら
い
存
在
と
し
て
社
会
か

ら
孤
立
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
在
日
ネ
パ
ー
ル
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
人
や
そ
の

中
で
の
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
家
事
使
用
人
の
少
女
た
ち
の
境
遇
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

望
月　

国
の
制
度
と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
た
り
、
社
会
保
障
を
整
備
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
事

で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え

ず
、
市
民
社
会
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
日
本
に
住
む
外
国
人
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
、

安
心
で
き
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
一
つ
ず
つ
構
築

し
、
辛
い
時
に
S
O
S
を
誰
か
に
出
せ
る
と
い
う
状

況
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
は
外
国
人
だ
け
で
な
く
日
本
人
に
も
同
じ
よ
う

に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
と
自
分
の

家
し
か
居
場
所
が
な
い
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
居
場
所

で
も
他
者
と
の
間
で
信
頼
で
き
る
関
係
性
が
つ
く
れ
て

い
な
い
、
そ
う
し
た
状
況
の
人
が
い
か
に
新
し
い
人
や

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
た
め
に

国
を
超
え
て
共
有
す
る

「
何
か
」を
見
つ
け
る

東京都新大久保の風景。ネパールの他にも、韓国、ベトナムなどの
国旗や言語が入り混じる

よ
う
に
、
再
び
在
日
外
国
人
の
急
速
な
増
加
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
留
学
生
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、
日
本
政

府
に
よ
る
「
留
学
生
30
万
人
計
画
（
注
4
）」
に
加
え

て
、
技
能
実
習
生
が
就
職
で
き
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
産

業
で
、
人
手
不
足
を
補
う
活
路
を
留
学
生
に
求
め
た
こ

と
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

東京事務所にみえたバングラ大好きのお嬢さん。纏っているのはひと際鮮やかなサロワ・カミューズ。素敵。（アラフジャバディ寧予／ステナイ生活）
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場
所
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る
か
。
外
国
人
の
支
援
と
い

う
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
つ
な
が
れ
る
場
と
し
て
機
能
す

る
大
小
様
々
な
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
多
種
多
様
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
誰

も
が
自
分
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
つ
け
ら
れ
る

可
能
性
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
が
増
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
も
含
め
て
、

今
ま
で
の
日
本
社
会
で
「
当
た
り
前
」
と
思
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
問
い
に
付
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
多
様
な
人
々

が
こ
の
日
本
社
会
を
形
成
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
未
来
を
ど
う
描
く
か
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

注
1

：

就
労
目
的
で
在
留
が
認
め
ら
れ
る
「
専
門
的
・
技
術
的

分
野
」
の
中
に
は
11
の
在
留
資
格
が
あ
る
。
こ
の
う

ち
の
「
技
能
資
格
」は
「
外
国
人
特
有
又
は
特
殊
な
能

力
等
を
活
か
し
た
職
業
」に
分
類
さ
れ
る
。「
技
能
実

習
」と
は
異
な
る
分
類
。

注
2

：「
留
学
」と
「
家
族
滞
在
」資
格
で
は
、
資
格
外
活
動
と

し
て
、
本
来
の
在
留
資
格
の
活
動
を
阻
害
し
な
い
範

囲
内
（
週
28
時
間
以
内
）で
の
就
労
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

注
3

：

ネ
パ
ー
ル
国
内
の
語
学
学
校
や
人
材
派
遣
業
者
に
加

え
、
稼
い
だ
お
金
を
送
金
す
る
た
め
の
送
金
業
者
な

ど
人
の
移
動
と
そ
の
生
活
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
が
あ
る
。

注
4

：

2
0
0
8
年
文
部
科
学
省
策
定
計
画
。
日
本
を
世

界
に
よ
り
開
か
れ
た
国
と
し
、
ア
ジ
ア
、
世
界
と
の

間
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
の
流
れ 

を
拡
大
す

る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
を
展
開
す
る
一
環
と
し
て
、

2
0
2
0
年
を
目
途
に
留
学
生
受
入
れ 

30
万
人
を
目

指
す
計
画
。
2
0
1
8
年
時
点
で
の
受
け
入
れ
留
学

生
は
33
万
人
。

（上）東京都新大久保のネパール食料品店
（右下）ネパール食料品店に置かれているネパール人向けの
チラシ。携帯電話、看板製作、写真スタジオ、ビザ申請など
生活や仕事に必要なサービスのチラシが置かれていた。右
上は日本の行政書士事務所のネパール人向けビザ申請サー
ビスのチラシ。上から「ビザの更新9,800円」「永住ビザ
50,000円」「在留資格の変更35,000円」「新規のビザ申請

（調理師ビザ）50,000円、（家族滞在ビザ）35,000円」と
メニューが並ぶ

東京事務所にみえたバングラ大好きのお嬢さん。纏っているのはひと際鮮やかなサロワ・カミューズ。素敵。（アラフジャバディ寧予／ステナイ生活）酷暑は少し落ち着き、今度は湿度80％超えのジメジメです。でもこれこそバングラデシュらしさ（？）かな。（内山智子／バングラデシュ事務所長）
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宮
原　

日
本
で
暮
ら
す
ネ
パ
ー
ル
人
は
、
2
0
1
8
年

6
月
の
統
計
で
約
8
万
5
0
0
0
人
、
特
に
2
0
1
4

年
以
降
は
毎
年
平
均
し
て
1
万
2
0
0
0
人
程
度
増
加

し
て
お
り
、
急
増
し
て
い
ま
す
ね
。
私
自
身
ネ
パ
ー
ル

事
務
所
に
駐
在
し
て
い
た
時
に

周
囲
の
ネ
パ
ー
ル
人
に
話
を
聞

く
と
、
親
族
や
友
人
が
日
本
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
人
が
多

か
っ
た
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。
今
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
ネ
パ
ー
ル
人
は
ど
の
よ
う

な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ギ
ャ
ン　

日
本
に
中
長
期
滞

在
す
る
た
め
に
は
様
々
な
資
格

が
あ
り
ま
す
が
、
特
徴
的
な
の

は
家
族
滞
在
資
格
で
滞
在
し
て

い
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
が
日
本
で
働
く
ネ

パ
ー
ル
人
や
ネ
パ
ー
ル
人
留
学

生
の
配
偶
者
や
そ
の
子
ど
も
た

ち
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
社
会
で

は
、
以
前
は
海
外
で
働
く
の
は

男
性
で
、
女
性
は
子
ど
も
や
年

配
者
を
守
る
た
め
に
国
に
残
る

の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
最
近

　
日
本
で
暮
ら
す
ネ
パ
ー
ル
人
は
年
々
増
加
し
、
普
段
の
生
活
で

ネ
パ
ー
ル
の
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ネ
パ
ー
ル
出
身
で
日
本
居
住
歴
19
年
の

ジ
ギ
ャ
ン
・
ク
マ
ル
・
タ
パ
さ
ん
に
、ジ
ギ
ャ
ン
さ
ん
の
目
か
ら
見
た

在
日
ネ
パ
ー
ル
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
か
、そ
し
て
彼
ら
・
彼

女
た
ち
が
直
面
す
る
課
題
、
そ
し
て
日
本
社
会
で
共
に
生
き
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。

日
本
で
働
く
・
学
ぶ
・
暮
ら
す

ネ
パ
ー
ル
人

急増する
在日ネパール人の姿

海外在住ネパール人協会アドバイザー／駐日ネパール大使公式通訳
ジギャン・クマル・タパさんインタビュー

シャプラファミリーにはカープファミリーが結構いて嬉しい！今夏は観戦わーい☆（小川晶子／国内）
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は
家
族
全
員
で
海
外
に
移
住
す
る
事
例
が
増
え
ま
し

た
。
日
本
で
働
く
ネ
パ
ー
ル
人
の
多
く
は
自
営
業
で
ネ

パ
ー
ル
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
ん
だ
り
、
そ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
働
く
調
理
師
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
居
酒

屋
な
ど
で
は
日
本
語
が
あ
る
程
度
話
せ
る
ネ
パ
ー
ル
人

留
学
生
が
働
き
、
日
本
語
の
読
み
書
き
が
不
要
で
日
本

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
く
て
も
働
け
る

客
室
清
掃
や
運
送
会
社
の
荷
物
の
仕
分
け
業
務
な
ど
、

外
部
の
人
間
の
目
に
は
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で
も
多
く
の

ネ
パ
ー
ル
人
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

宮
原　

ジ
ギ
ャ
ン
さ
ん
は
先
日
『
毎
日
新
聞
』
で
「
既

に
日
本
に
い
る
外
国
人
人
材
を
活
か
し
て
い
っ
た
ら
良

い
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
よ
ね
（
注
） 

。

ジ
ギ
ャ
ン　

新
た
に
ネ
パ
ー
ル
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ
る

の
で
は
な
く
、
既
に
日
本
に
い
る
人
に
目
を
む
け
る
こ

と
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
家
族
滞
在
資
格
で

来
日
し
た
人
は
、
留
学
生
の
よ
う
に
日
本
語
教
育
を
受

け
る
機
会
を
自
発
的
に
持
た
な
い
限
り
日
本
語
を
学
べ

ま
せ
ん
し
、
日
本
で
自
分
の
居
場
所
を
つ
く
る
の
も
な

か
な
か
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
人
々
が
自
尊
心
を
持
っ

て
日
本
社
会
で
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宮
原　

家
族
滞
在
の
資
格
を
持
つ
人
は
、
留
学
や
技
能

資
格
で
来
日
し
た
本
人
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
呼
び
寄

せ
ら
れ
て
来
日
し
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
ま
す
。
今

の
日
本
で
は
、「
技
能
実
習
生
」
や
「
留
学
生
」
な
ど

に
目
が
向
け
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
家
族
滞
在
の
資
格
を

持
ち
日
本
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
学
校
教

育
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。

ジ
ギ
ャ
ン　

実
際
に
、
就
学
年
齢
に
達
し
た
近
所
の
ネ

パ
ー
ル
人
の
子
ど
も
が
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
と
い
う
相
談
が
日
本
人
か
ら
私
に
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
は
義
務
教
育
は
日
本
国

籍
を
持
つ
子
ど
も
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
日
本
に
住
む

外
国
籍
の
子
ど
も
は
義
務
で
は
な
い
の
で
す
。
要
す
る

に
行
っ
て
も
い
い
し
、
行
か
な
く
て
も
い
い
。
一
時
的

な
滞
在
だ
か
ら
日
本
で
学
校
に
行
く
必
要
は
な
い
と
い

う
両
親
の
考
え
と
、
外
国
人
は
一
時
的
に
来
て
い
ず
れ

帰
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
日
本
社
会
の
意
識
が
根
本
的
な

問
題
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
の
子
ど
も
た
ち

も
義
務
教
育
の
対
象
と
す
る
よ
う
、
制
度
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宮
原　

こ
れ
だ
け
多
く
の
外
国
人
が
日
本
に
暮
ら
す
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
制
度
の

整
備
は
必
要
で
す
ね
。
そ
し
て
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
人
々
と
一
緒
に
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、
制
度

面
の
ケ
ア
と
あ
わ
せ
て
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

も
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に
日
本
社
会
で

暮
ら
す
人
間
と
し
て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。

ジ
ギ
ャ
ン　

日
本
で
昨
今
取
り
上
げ
ら
れ
る
多
文
化
共

生
は
、
日
本
人
対
外
国
人
と
い
う
図
式
で
す
が
、
実
際

は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
抱
え
る
課
題
は
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
在
日
ネ
パ
ー
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
も
新
た
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
で
き
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
日
本
社
会
や
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

孤
立
し
な
い
た
め
に
も
私
が
日
本
に
い
る
ネ
パ
ー
ル
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
の
は
、
日
本
社
会
と
接
点
を
持
っ

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

等
で
日
本
語
を
学
び
、
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
日
本

人
の
皆
さ
ん
に
は
そ
う
や
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
た
人
た

ち
を
受
け
入
れ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
狭
間
に
置
か
れ
る
子
ど
も
た
ち

ネ
パ
ー
ル
人
、

日
本
人
双
方
へ
の
お
願
い

注

：

2
0
1
9
年
4
月
26
日『
毎
日
新
聞
』朝
刊『
論
点
』

PROFILE
ジギャン・クマル・タパ
1979年ネパール生まれ。公益財団法人かながわ
国際交流財団職員、シャプラニール評議員。幼少
のころ青年海外協力隊員がホームステイしたこと
で日本に興味を持ち、2000年に留学のため来日。
2009年横浜国立大学大学院博士課程 (国際開
発) 単位取得後、現職。神奈川県地方創生推進
会議の委員として政策提言にも携わるほか、ネ
パール政府公式通訳も務める。異文化理解や国
際協力をテーマにJICA、ユニセフや多数の大学等
での講演や、新聞、ラジオやテレビにも多数出演。
海外在住ネパール人協会アドバイザー。

シャプラファミリーにはカープファミリーが結構いて嬉しい！今夏は観戦わーい☆（小川晶子／国内）買える野菜の増えてきたネパール。最近嬉しかったのは固くないアスパラガス！（勝井裕美／ネパール事務所長）
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そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
も
っ
て

暮
ら
す
人

私々
た
ち
は
、
単
な
る
数
と
し
て
そ
の
人
び
と
を
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
な

思
い
を
も
っ
て
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
と
考
え
、
留
学
生
、
家
族
滞
在
、

そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
の
人
を
支
え
る
日
本
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
紹
介
を
し
た
の
は
た
っ
た

３
人
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
日
し
た
経
緯
や
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
に
い
る

ネ
パ
ー
ル
の
人
も
き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

夫
が
東
京
都
内
で
調
理
師
の
特
定
技
能
資
格
を

持
っ
て
働
い
て
お
り
、
2
0
1
4
年
に
呼
び

寄
せ
ら
れ
て
息
子
（
当
時
3
歳
）
と
一
緒
に
来
日
し

ま
し
た
。
来
日
し
た
時
は
全
く
日
本
語
が
話
せ
ず
、

す
べ
て
夫
頼
み
の
生
活
で
し
た
。

　
来
日
し
て
3
カ
月
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
ホ
テ
ル
の
客

私
は
3
年
前
に
留
学
生
と
し
て
来
日
し
ま
し

た
。
出
身
は
ヌ
ワ
コ
ッ
ト
郡
と
い
う
カ
ト

マ
ン
ズ
か
ら
北
へ
車
で
4
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

2
0
1
5
年
の
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
で
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
地
域
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
大
学
を
卒
業
し

た
頃
に
地
震
が
あ
り
、
国
の
惨
状
を
見
て
何
か
し
た

ネ
パ
ー
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
母
子
保
健
専
門

家
と
し
て
業
務
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、
市

の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
へ
の
登
録
や
個
人
的
な

繋
が
り
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ネ
パ
ー
ル
の

人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
感
じ
る
の
は
、

文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
る
行
き
違
い
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
へ
の
理
解
不
足
に
よ
っ
て
、
生
活
上
で
の
不
利

益
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
と
あ
る
ネ
パ
ー
ル
人
夫
婦
の
出
産
前
後
の
お
手
伝

い
を
し
た
と
き
の
例
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
出
産
後

家族が一番大事。

日本の耐震技術を
学びたい！

日本で暮らす
ネパール人を
支援して
見えてきたこと。

マヤ・タパ・マガルさん

（27歳）
ネパール人家族滞在者

ケダール・バッタライさん

（26歳）
ネパール人留学生

竹原 泰世さん

看護師・助産師、
ネパール人を支援する
日本人ボランティア

春から復帰しました。宜しくお願いします。子どもたちに「早くして！」と言わないことが最近の目標です。（京井杏奈／国内）
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室
清
掃
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
同
じ
仕
事
を
ず
っ

と
続
け
て
い
る
の
で
、
い
ま
は
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な

役
割
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職
場
で
は

日
本
人
だ
け
で
な
く
ベ
ト
ナ
ム
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
人
が
共
に
働
い
て
い

ま
す
。
私
は
、
週
28
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で

す
が
、
開
か
れ
た
社
会
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
家
族
滞
在
ビ
ザ
で
来
日
し
て
い
る
知

り
合
い
の
ネ
パ
ー
ル
人
女
性
の
中
に
は
朝
か
ら
晩
ま

で
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
詰
め
で
、
日
本
社
会
と
の
接

点
が
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
今
一
番
の
関
心
ご
と
は
子
ど
も
の
教
育
で
す
。
私

は
日
本
語
学
校
に
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
日
本
語

も
読
め
ま
せ
ん
。
息
子
は
8
歳
で
地
域
の
公
立
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
が
ク
ラ
ス
の
中
で
外
国
籍
の
生
徒

は
私
の
息
子
だ
け
で
す
。
今
は
楽
し
く
学
校
に
通
え

て
い
ま
す
が
、
他
の
学
校
に
通
う
ネ
パ
ー
ル
人
の
子

ど
も
は
「
カ
レ
ー
臭
い
」と
言
わ
れ
て
い
じ
め
ら
れ

た
よ
う
な
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
少
し
心

配
で
す
。
そ
れ
で
も
息
子
の
教
育
は
日
本
で
受
け
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
日
す
る
前
は
日
本
で
の
生
活
を
夢
見
て
い
ま
し

た
。
ネ
パ
ー
ル
に
い
る
頃
よ
り
も
収
入
が
見
込
め
る

か
ら
で
す
。
確
か
に
収
入
は
よ
く
な
り
ま
し
た
。
で

も
、「
お
金
」だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
す
。
人
と
し

て
、
友
を
作
り
、
時
に
は
さ
さ
や
か
で
い
い
か
ら
遊

び
に
出
か
け
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
生
活
が
こ
こ
に
は

な
い
の
が
少
し
残
念
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
家
族

が
そ
ろ
っ
て
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
私
の
喜
び

で
す
。

い
と
思
い
、
耐
震
建
築
を
学
ぶ
た
め
に
日
本
へ
の
留

学
を
決
め
ま
し
た
。
来
日
し
て
最
初
の
2
年
間
は
日

本
語
学
校
に
通
い
、
そ
の
後
建
築
を
学
べ
る
専
門
学

校
に
入
学
し
、今
は
専
門
学
校
の
2
年
生
で
す
。

　
日
本
留
学
の
た
め
に
1
2
0
万
円
程
度
の
費
用
が

か
か
り
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
暮
ら
す
人
間
に
と
っ

て
こ
の
金
額
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
こ
の
費

用
の
内
訳
は
渡
航
費
や
日
本
語
学
校
1
年
間
の
学

費
、
6
カ
月
分
の
寮
費
や
仲
介
料
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
多
大
な
費
用
を
全
額
自
分
で
用
意
で

き
る
人
は
少
な
く
、
私
も
半
額
程
度
は
知
人
に
借
り

ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
銀
行
で
教
育
ロ
ー
ン
な
ど

を
組
む
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
多
く
の
人
は
地
縁
血

縁
を
頼
り
に
費
用
を
工
面
す
る
人
が
多
い
で
す
。

　
来
日
し
た
当
初
は
、
片
言
の
日
本
語
し
か
話
せ

ず
、
あ
ま
り
言
葉
を
使
わ
な
い
荷
物
の
仕
分
け
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
日
本
語
能
力
試

験
2
級
を
取
得
し
、
だ
い
ぶ
読
み
書
き
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
韓
国
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
夢
は
日
本
で
建
築
関
係
の
会
社
に
就
職
を
し

て
経
験
を
積
む
こ
と
で
す
。
ま
た
平
行
し
て
ネ
パ
ー

ル
の
震
災
復
興
に
も
か
か
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
滞
日
生
活
で
多
く
の
日
本
人
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
と
て
も
親
切
な
人
が
多
い
一
方
で
、
日
本
人
の

奥
ゆ
か
し
さ
が
外
国
人
に
話
し
か
け
る
こ
と
を
躊
躇

さ
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
も
し
自
分
が

言
葉
が
わ
か
ら
な
い
外
国
で
生
活
し
た
ら
」と
想
像

し
て
み
た
ら
、
外
国
人
へ
の
接
し
方
が
自
ず
と
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

は
母
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
家
族
が
全

面
的
に
新
生
児
の
世
話
を
す
る
よ
う
な
習
慣
が
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
日
本
で
は
親
族
か
ら
の
支
援
は
受

け
つ
つ
も
、
主
に
そ
の
役
割
は
母
親
に
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
習
慣
の
違
い
に
よ
っ
て
、
日
本
の

医
療
従
事
者
か
ら
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
女
性
の
母
親
と

し
て
の
行
動
が
十
分
で
な
い
と
判
断
さ
れ
、
新
生
児

の
退
院
に
懸
念
を
抱
く
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
彼
ら
を
取
り
巻
く
環
境
は
楽

観
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
扶
養
制
度
に
つ
い
て
知

識
が
な
か
っ
た
た
め
、
夫
は
社
会
保
険
、
妻
は
国
民

保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
未
払
い
が
あ
っ
た
た
め
出

産
一
時
金
が
受
け
取
れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
り
、
扶

養
手
続
き
に
手
間
取
り
、
社
会
保
険
に
も
未
加
入
で

あ
っ
た
た
め
、
乳
児
健
診
費
が
自
己
負
担
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の
理
解
不
足
に
よ
る

困
難
も
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
課
題
と
感
じ
る
こ
と
は
、
日
本
に
住
む
外

国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
へ
の
ケ
ア
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
で
す
。
行
政
の
要
請
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
も
交
通
費
な
ど
が
持
出
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
日
本
に
住
む
ネ
パ
ー
ル
人
へ
の
支
援
を
す
る
上
で

救
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
国
の
言
葉
や
文
化
を
知
ら

な
く
て
も
助
け
て
く
れ
る
日
本
人
が
た
く
さ
ん
い
た

こ
と
で
す
。
ま
だ
ま
だ
在
日
外
国
人
に
対
し
て
の
シ

ス
テ
ム
の
整
備
は
必
須
で
す
が
、
シ
ス
テ
ム
が
全
て

だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
の
親
切
や
優
し
さ

に
在
日
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
支
援
者
も
助
け

ら
れ
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

春から復帰しました。宜しくお願いします。子どもたちに「早くして！」と言わないことが最近の目標です。（京井杏奈／国内）北海道の実家からメロンが届いた。こちら西東京市からは、梨を送ろうかと話している。（小松豊明／事務局長）



　

本
特
集
で
は
随
所
に
「
他
者
に
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
」
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
か

わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
つ
な
が
り
を
生
み
、
そ
れ
は

孤
立
へ
の
抑
止
に
な
る
と
い
う
、
ま
さ
し
く
シ
ャ
プ

ラ
ニ
ー
ル
が
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
こ
と
に
重
な

り
ま
す
。
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
事
業
の
中
で
実
施
し

て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
知
見
を
こ
の
日
本
社

会
の
変
遷
の
過
程
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

視
点
を
ネ
パ
ー
ル
に
転
じ
て
み
る
と
、
ネ
パ
ー
ル

人
の
多
く
は
ネ
パ
ー
ル
国
内
で
の
働
き
口
が
少
な
い

た
め
に
よ
り
良
い
職
を
求
め
て
海
外
に
移
住
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
渡
航
で
き
る
の
は
担
保
に
で
き
る

土
地
財
産
を
持
つ
人
や
、
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
る

人
脈
を
持
つ
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

財
を
持
た
な
い
人
々
も
ま
た
ネ
パ
ー
ル
国
内
に
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
海
外
送
金
経
済
と
い
わ
れ
る
ネ

パ
ー
ル
社
会
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
人
々
が
見
過
ご

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
度
は
次
期
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据

え
つ
つ
、
組
織
全
体
と
し
て
活
動
方
針
の
検
討
を
開

始
す
る
年
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
貧
困
問
題
に
携

わ
る
国
際
協
力
N
G
O
の
視
座
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

人
の
「
移
動
」
と
い
う
も
の
は
無
視
で
き
な
い
要
素

だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
今
「
多
文
化
共
生
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
自
分
自
身
の
生
活

の
中
で
ネ
パ
ー
ル
人
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
人
び
と
が
日
本
社
会
で
生
活
す
る
姿
も
目
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
特
集
は
全
体
構
成
に
か
な
り
悩
み
な
が
ら
執
筆

し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
議
論
を
突
き
詰
め

て
考
え
れ
ば
「
人
が
社
会
に
住
み
、
日
々
の
暮
ら
し

を
送
り
、
人
生
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
」
に

集
約
さ
れ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
人
間

関
係
、
教
育
、
医
療
、
結
婚
、
老
後
、
住
宅
、
仕
事
、

家
族
、
貯
蓄
、
財
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま

れ
ま
す
。

　

聞
き
取
り
や
文
献
を
読
み
進
め
る
な
か
で
、
こ
こ

に
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
日
本
で
暮
ら
す
ネ
パ
ー
ル

人
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
人
以
外
の
在
日

外
国
人
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
受
け
入
れ
側
の
日
本
人
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
か
ら
や
っ
て
く
る
人
々
へ
ま
ず
は
興
味
を

持
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
本
社
会
が
変
容
す
る
こ
の
大
き
な
潮
流
の
中

で
そ
の
有
り
様
を
柔
軟
に
捉
え
て
い
く
姿
勢
を
持
つ

こ
と
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

結 び に か え て

ネパールで働くネパール人（左）、日本で働くネパール人（中央・右）。どこで、どのように働いても安全・安心な生活を築けるような社会が必要
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先日、高尾山でソロ登山デビュー。気ままな登山もいいけれど、やっぱり仲間もほしい。山仲間募集中です。（菅野冴花／国内）


